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原
念
斎
と

『
先
哲
叢
談
』

『
先
哲
叢
談
』
は
、
木
版
で
の
書
陣
を
替
え
て
の
多
く
の
後
印
本
か
ら
、
明
治
以
降
の
活
版
ー
ー
明
治
二
十
五
年
初
版
松
栄
堂
発
行
本
を
そ
の

注

1

代
表
と
し
て
、
近
年
の
労
作
平
凡
社
東
洋
文
庫
本
に
至
る
ま
で
、
繰
り
返
し
梓
行
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
、
新
釈
国
漢
文
叢
書
（
湯
川
弘
文
社
、

注
2

昭
和
七
年
刊
）
の
よ
う
に
、
受
験
参
考
書
の
一
冊
と
し
て
、
読
方
・
語
釈
・
通
釈
・
注
意
を
施
し
、
出
版
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

だ
が
、
そ
れ
ほ
ど
に
、
有
名
な
著
述
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
著
者
原
念
斎
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
、
本
の
成
立
に
つ
い
て
、
ど
れ
ほ
ど
知
ら
れ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

0
日
本
儒
林
談

原
念
祖
斎
の
先
哲
叢
談
、
広
く
世
に
行
は
れ
つ
れ
ど
、
其
初
め
幾
度
か
稿
を
改
め
し
も
の
に
て
、
予
が
も
て
る
稿
本
に
は
、
日
本
儒
林
談

と
あ
り
、
三
十
年
の
昔
し
下
谷
の
芸
香
堂
の
先
代
よ
り
得
た
る
な
り
、
全
部
に
は
あ
ら
で
、
僅
に
首
め
の
か
た
三
巻
ば
か
り
あ
り
、
こ
れ
を

刊
行
の
先
哲
叢
談
に
比
す
る
に
、
順
序
も
異
り
、
記
事
は
予
め
障
り
無
き
や
う
に
取
捨
し
た
り
と
見
ゆ
。
…
…

（
「
本
之
話
」
・
『
三
村
竹
清
集
二
』
）

と
三
村
竹
消
氏
に
よ
っ
て
、
早
く
か
ら
稿
本
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
日
、
こ
の
竹
清
旧
蔵
本
は
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、

竹
清
氏
の
こ
の
記
事
を
引
い
た
も
の
も
、
そ
の
内
容
に
言
及
し
た
論
も
知
ら
な
い
。
且

つ
、
『
日
本
儒
林
談
』
は
東
京
大
学
に
も
所
蔵
が
確
認
さ

れ
て
い
る
が
、
同
じ
く
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

一
方
、
著
者
原
念
斎
に
つ
い
て
は
、
朝
川
善
庵
や
佐
藤
一
斎
の
撰
し
た
墓
誌
碑
文
を
使
っ

て
の
伝
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

『
先
哲
叢
談
』
と
い
う
著
述
は
、
伝
記
研
究
に
と
っ
て
大
変
重
宝
な
資
料
で
あ
る
た
め
、
本
文
考
証
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
無
批
判
に
引
用
さ
れ

稿
本

高

橋

昌

彦
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る
機
会
が
多
い
と
の
反
省
に
立
っ
て
、
本
誌
で
も
「
先
哲
叢
談
緊
議
」
を
連
載
し
て
い
る
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
同
じ
立
場
か
ら
前
掲
の
東
洋
文

庫
『
先
哲
叢
談
』
が
出
版
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
が
、
研
究
の
端
緒
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
本
稿
は
、
今
ま
で
触
れ

ら
れ
る
機
会
の
少
な
か
っ
た
原
念
斎
と
い
う
人
物
と
、
彼
の
代
表
的
著
述
で
あ
る
『
先
哲
叢
談
』
の
稿
本
を
追
い
か
け
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

注

4

原
念
斎
の
養
嗣
子
原
徳
斎
の
著
述
に
『
先
哲
像
偲
』
が
あ
る
。
版
本
は
弘
化
元
年
(
-
八
四
四
）
刊
、
四
巻
四
冊
で
二
十
人
の
儒
者
の
肖
像
と

評
伝
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
版
本
に
、
念
斎
は
未
所
収
で
あ
る
が
、
写
本
『
先
哲
像
博
』
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
七
冊
）
三
に
は
、
善
庵
•
一

斎
の
両
碑
銘
の
他
に
、
念
斎
の
痩
せ
て
繊
細
な
雰
囲
気
を
与
え
る
肖
像
と
和
文
の
評
伝
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
は
、
碑
文
と
重

な
る
部
分
も
あ
る
が
、
よ
り
念
斎
の
人
と
な
り
を
詳
し
く
述
べ
て
い
る
所
も
見
え
る
。
少
々
長
く
な
る
が
紹
介
し
て
み
た
い
。
尚
、
句
読
点
は
、

読
み
の
便
を
考
え
、
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

念
斎
君
、
姓
は
原
、
名
は
善
胤
、
字
公
道
、
一
字
伯
慶
、
通
称
三
右
衛
門
と
云
、
念
祖
斎
と
号
す
。
義
不
肖
の
義
父
な
り
。
原
虎
胤
よ
り

九
代
に
当
れ
り
。
祖
父
双
桂
先
生
は
古
河
土
井
侯
の
教
授
な
り
。
考
敬
仲
君
の
時
幕
府
に
仕
へ
て
歩
兵
士
と
な
る
。
念
斎
君
安
永
三
年
六
月

廿
九
日
下
谷
に
生
れ
、
幼
よ
り
志
あ
り
て
家
学
を
再
興
せ
ん
と
欲
す
。
当
時
山
本
北
山
の
学
頗
る
家
祖
の
意
に
紡
彿
せ
る
を
も
て
、
遂
に
其

門
に
遊
ぶ
。
然
れ
と
も
志
は
専
ら
家
学
を
講
窮
し
て
名
利
を
逐
は
す
。
ゆ
へ
を
も
て
交
を
廣
く
す
る
を
好
ま
す
、
た
A
四
五
輩
の
益
友
に
往

来
し
、
ま
た
古
人
の
前
言
往
行
を
景
仰
し
て
自
践
を
勤
む
。
歩
兵
隊
の
職
た
る
や
、
祈
寒
暑
雨
間
暇
少
し
と
い
へ
と
も
、
遂
に
看
書
に
倦
事

な
し
。
こ
A
を
も
て
著
と
こ
ろ
の
書
数
部
あ
り
。
委
し
き
こ
と
は
碑
記
等
に
あ
り
。
後
文
政
三
年
三
月
十
九
日
卒
す
、
享
年
四
十
七
歳
。
駒

込
吉
祥
寺
中
洞
泉
寺
に
葬
る
。

0
先
君
子
の
徳
行
詳
ら
か
に
云
は
A
、
し
ら
さ
る
者
は
諌
墓
の
謗
り
を
成
さ
ん
。
さ
は
い
へ
言
は
さ
れ
は
、
先
人
の
美
を
掩
ふ
に
似
た
り
。

よ
っ
て
余
人
の
例
に
な
ら
ひ
て
一
弐
条
を
こ
こ
に
挙
る
の
み
。
先
子
幼
よ
り
親
に
事
る
孝
あ
り
。
長
し
て
専
ら
祖
の
学
を
世
に
知
ら
し
め
ん

149 



と
す
る
を
任
と
し
て
、
そ
の
遺
稿
を
校
刻
せ
る
に
、
常
に
衣
食
を
縮
節
し
て
資
を
積
み
て
は
、
こ
れ
か
用
に
充
つ
。
寛
政
六
年
瑶
祖
遺
稿
・

温
泉
考
を
上
木
し
世
に
布
く
、
文
化
七
年
双
桂
集
五
巻
上
木
し
、
同
十
四
年
桂
館
野
乗
・
同
漫
箪
合
一
巻
刻
行
す
。
ま
た
文
政
二
年
過
庭
紀

談
五
巻
や
A
校
畢
り
て
上
木
を
謀
る
と
雖
も
、
果
さ
す
し
て
没
す
。
故
を
も
て
義
不
肖
と
い
へ
と
も
、
天
保
五
年
上
木
し
て
、
其
志
を
鑓
く
。

こ
れ
は
つ
か
に
其
祖
に
報
す
る
の
厚
志
な
り
。
ま
た
、
常
に
念
祖
の
二
大
字
を
座
右
に
置
く
終
身
の
警
語
と
す
。
山
本
北
山
こ
れ
を
書
す
。

天
沼
恒
庵
こ
れ
は
記
を
撰
す
。
そ
の
語
、
詩
の
無
念
再
祖
筆
修
其
徳
に
取
る
な
り
。

0
先
子
の
人
と
な
り
厳
謹
周
密
軽
し
く
笑
は
す
。
ま
た
軽
し
く
言
は
す
。
其
物
に
遇
す
、
必
す
條
理
あ
り
。
朋
友
同
僚
み
な
憚
る
に
至
る
。

或
時
、
当
直
の
夜
半
同
僚
集
り
て
、
世
上
の
雑
談
に
時
を
移
し
て
寝
ね
ず
。
先
子
と
く
枕
に
就
て
聞
さ
る
を
な
し
て
居
た
り
し
に
、
い
よ

／
＼
盛
り
に
物
語
し
つ
る
を
聞
て
、
や
か
て
絶
然
と
し
て
起
き
、
属
声
し
て
云
、
君
等
栄
浮
談
と
し
て
何
の
益
か
あ
る
。
と
く
寝
て
夜
気
を

養
ふ
へ
し
。
当
直
は
花
柳
場
裏
に
あ
ら
す
。
と
誡
め
し
よ
し
、
同
僚
の
話
な
り
。

〇
先
子
著
書
数
部
あ
り
。
内
先
哲
叢
談
儒
家
部
す
て
に
世
に
布
。
な
を
続
編
稿
を
具
し
て
家
に
あ
り
し
に
、
両
回
の
祝
融
の
災
に
半
は
奪
る
。

幸
に
し
て
残
る
物
、
史
氏
備
考
百
巻
・
先
哲
生
卒
表

一
巻
・
許
我
志
三
巻
・
賢
相
野
史
五
巻
・
鶴
城
史
翰
二
巻
・
念
斎
漫
録
二
十
巻
・
念
斎

注
6

遺
稿
五
巻
あ
り
。

書
陣
の
求
め
に
従
ひ
、
校
訂
し
て
授
る
も
の
は
、
先
民
伝
二
巻
・
近
聞
偶
筆
あ
り
。
先
哲
叢
談
は
、

幕
府
に
献
本
し
て
白

銀
を
賜
る
。
此
書
世
に
流
伝
し
て
、
人
こ
れ
を
賞
す
。
豊
後
の
広
瀬
淡
窓
、
読
先
哲
叢
談
古
詩
中
に
、

善
哉
原
三
筆
無
党
亦
無
偏

董
狐

今
不
見
原
也
或
幾
焉
の
句
あ
り
（
遠
思
楼
詩
紗
）
。
ま
た
吾
邦
の
み
な
ら
す
、
清
国
に
及
ひ
し
な
り
。
近
年
舶
来
す
海
外
新
書
に
其
よ
し

見
え
た
り
。
す
て
に
狙
来
の
伝
末
に
記
し
侍
れ
と
も
、
ま
た
先
君
子
の
ほ
ま
れ
な
れ
は
、
重
複
な
か
ら
も
此
に
載
す
。
其
海
外
新
書
は
、
道

光
十
六
年
秀
水
鄭
照
の
著
な
り
。
其
書
に
云
有
り
。

右
梅
渓
先
生
所
撰
物
茂
卿
小
伝
一
篇
。
是
拠
日
本
原
善
公
道
所
著
先
哲
叢
談
。
為
之
損
益
成
文
。
非
先
生
臆
説
也
。
因
附
刻
子
弁
道
弁
名

之
前
。
所
謂
誦
其
詩
読
其
書。

不
知
其
人
可
乎
。
後
之
賢
者
幸
諒
之
。
秀
水
鄭
照
識
。

と
あ
り
。
嗚
呼
先
子
の
芳
名
、
吾
邦
に
朽
さ
る
の
み
か
、
遠
く
異
国
に
伝
播
す
。
ま
た
栄
な
ら
す
や
。
ま
た
其
書
に
よ
り
て
先
哲
の
偉
行
を

尊
崇
せ
し
む
る
に
至
り
、
吾
文
国
の
先
輝
を
示
す
。
登
寸
志
と
い
は
さ
る
へ
け
ん
や
。

150 



『
史
氏
備
考
』
が
、

0
先
子
の
墓
誌
碑
文
は
、
朝
川
善
庵
•
佐
藤
一
斎
両
先
生
の
撰
な
り
。
遺
命
に
よ
り
て
、
不
肖
義
の
請
う
く
る
な
り
。
と
も
に
此
に
記
す
。

揮
処
仁
と
あ
る
は
不
肖
の
前
名
な
り
。

以
下
、
朝
川
善
庵
撰
「
原
君
公
道
墓
誌
銘
」
と
佐
藤
一
斎
撰
「
原
公
道
墓
銘
」
が
続
く
。

念
斎
は
、
そ
の
一
生
の
大
半
を
彼
の
祖
父
原
双
桂
の
著
述
の
校
訂
、
出
版
に
費
や
し
た
と
い
っ
て
も
い
い
。
念
斎
の
別
号
「
念
祖
斎
」
は
、
将

に
祖
を
念
う
気
持
ち
が
人
一
倍
強
か
っ
た
こ
と
の
顕
れ
で
あ
る
。
そ
ん
な
念
斎
が
、
「
孝
」
の
徳
目
を
中
心
に
据
え
た
山
本
北
山
に
師
事
し
た
の

注
8

は
、
双
桂
の
立
場
が
、
後
の
折
衷
学
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
さ
き
が
け
で
あ
っ
た
こ
と
と
相
侯
っ
て
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
し
れ
な
い
。
念
斎
自
身

注
9

の
交
遊
範
囲
は
、
極
め
て
狭
い
。
前
掲
文
中
の
当
直
の
逸
話
の
よ
う
で
は
、
無
理
も
な
か
ろ
う
。
『
念
祖
斎
遺
稿
』
を
見
て
も
北
山
門
の
限
ら
れ

た
数
人
以
外
に
頻
出
す
る
の
は
、
双
桂
門
下
の
恩
田
鶴
城
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
現
実
の
交
友
よ
り
も
、
史
上
の
交
友
を
好
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

祖
父
を
思
う
念
斎
が
、
双
桂
と
交
流
の
あ
っ
た
人
物
や
思
想
に
影
響
を
与
え
た
人
物
に
、
そ
の
探
究
の
手
を
広
げ
て
い
っ
た
の
は
自
然
な
こ
と
で

あ
っ
た
ろ
う
。
双
桂
の
著
述
の
校
訂
を
進
め
て
い
た
念
斎
は
、
祖
父
の
学
問
を
書
物
の
中
か
ら
知
っ
て
い
っ
た
。
『
桂
館
野
乗
』
は
明
君
忠
臣
義

注
1
0

士
勇
者
の
史
伝
を
、
『
桂
館
漫
筆
』
は
先
儒
に
対
す
る
批
評
・
雑
考
を
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
著
と
同
じ
内
容
で
よ
り
多
く
の
情
報
を
残
し
て

注
"
-

い
る
「
拾
遺
雑
著
」
（
『
雙
桂
集
』
巻
之
六
所
収
）
は
、
双
桂
の
剖
記
や
故
紙
の
中
か
ら
、
念
斎
が
編
輯
し
た
も
の
。
紙
上
の
双
桂
こ
そ
が
、
念
斎

に
と
っ
て
の
師
で
あ
り
、
双
桂
の
方
法
こ
そ
が
、
念
斎
の
目
指
す
べ
き
方
向
を
示
唆
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
『
桂
館
野
乗
』
か
ら
は
、
正
史
に
遺

す
に
足
る
人
物
の
事
跡
を
伝
え
る
術
を
、
『
桂
館
漫
筆
』
か
ら
は
、
先
儒
の
思
想
を
識
見
す
る
態
度
を
、
念
斎
は
身
に
つ
け
て
い
っ
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
結
果
が
、
先
賢
の
伝
を
残
そ
う
と
い
う
行
為
に
な
り
、
墓
誌
碑
銘
を
集
め
た
『
史
氏
備
考
』
等
へ
つ
な
が
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。『

先
哲
叢
談
』
編
集
の
た
め
の
基
礎
資
料
集
で
あ
る
こ
と
は
、
念
斎
自
身
「
先
哲
叢
談
凡
例
」
で
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
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直
接
に
こ
の
二
書
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
墓
誌
以
外
か
ら
採
っ
た
記
述
や
文
章
の
省
略
・
補
足
等
の
推
敲
の
跡
、
二
書
の
間
に
は
、

当
然
何
種
か
の
稿
本
が
介
在
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
一
っ
が
、
『
日
本
儒
林
談
』
な
の
で
あ
る
。
現
在
、
こ
の
書
名
を
持

つ
の
は
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
東
大
本
と
天
理
本
の
二
種
。
天
理
本
は
、
念
斎
自
筆
と
さ
れ
る
。
確
か
に
念
斎
校
録
『
双
桂
集
』
の
文
字
と
そ

の
筆
樅
は
同
じ
で
あ
り
、
何
よ
り
も
本
人
で
な
け
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
手
を
入
れ
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
程
、
同
筆
の
書
き
入
れ
が
激
し
い
の
で

あ
る
。ま

ず
は
、
東
京
大
学
図
書
館
蔵
『
日
本
儒
林
談
』
に
つ
い
て
、
見
て
い
く
。
天
理
本
と
は
、
明
ら
か
に
筆
迩
が
違
う
。
写
本
、
大
本
二
巻
二
冊
゜

外
題
「
日
本
儒
林
偲
」
、
内
題
「
日
本
儒
林
談
」
、
著
者
「
下
総
原
善
公
道
著
」
。
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
り
、
（
）
内
の
数
字
は
そ
の
人
物

の
条
数
を
表
す
。

巻

乾

藤

原

捏

腐

(11)

林
羅
山

(
5
)

林
信
篤

(
2
)

石
川
丈
山

(10)

吉
田
素
庵

(
2
)

中
江
藤
樹

(
9
)

熊
沢
蕃
山

(
3
)

山
崎
闇
斎

(
8
)

佐
藤
剛
斎

(
7
)

浅
見
網
斎

(
7
)

三
宅
尚
斎

(
4
)

若
林
張
斎

(
4
)

貝
原
益
軒

(
2
)

朱
舜
水

(
1
)

安
東
省
庵

(
1
)

伊
藤
仁
斎

(12)

伊
藤
東
涯

(
9
)

伊
藤
介
亭

(
3
)

巻

坤

奥

田

三

角

(
4
)

北
村
篤
所

(
1
)

中
江
眠
山

(
1
)

篠
崎
金
吾

(
1
)

天
素
原

(
3
)

中
村
楊
斎

(
1
)

毛
利
貞
斎

(
1
)

安
積
溜
泊

(
1
)

木
下
順
庵

(
2
)

新
井
白
石

(13)

雨
森
芳
洲

(
2
)

西
山
健
甫

(
1
)

金
蘭
斎

(
3
)

三
宅
石
庵

(
2
)

物
狙
株

(25)

太
宰
春
台

(
8
)

服
南
郭

(
9
)

服
仲
英

(
1
)

平
金
華

(
4
)

水
秀
オ

(
1
)

高
蘭
亭

(
8
)

沢
村
琴
所

(
1
)

岡
白
駒

(
1
)

加
嶋
矩
直

(
3
)

梁
田
蜆
巌

(
2
)

宇
士
新

(12)

片
北
海

(
2
)

芥
彦
章

(
1
)

中
村
深
蔵

(
2
)

高
蓑
浩

(
3
)

並
河
五
一

(
1
)

並
河
天
民

(
1
)

林
周
文

(
1
)

清
君
錦

(
3
)

松
崎
観
海

(
2
)

瀧
弥
八

(
1
)

石
筑
波

(
4
)

鵜
士
寧

(
1
)
湯
浅
常
山

(
2
)

秋
玉
山

(
1
)

劉
龍
門

(
1
)

原
公
瑞

(30)

右
の
通
り
、
六
十
人
、
二
百
四
十
三
条
の
性
行
逸
話
が
著
さ
れ
て
い
る
が
、
『
先
哲
叢
談
』
に
は
、
未
収
の
人
物
も
見
え
る
。
う
ち
、
東
条
琴

台
編
の
『
先
哲
叢
談
後
編
』
に
入
っ
て
い
る
の
は
中
江
眠
山
他
七
名
、
『
同
続
編
』
に
は
吉
田
素
庵
他
七
名
、
い
ず
れ
に
も
含
ま
れ
な
い
の
は
、

北
村
篤
所
他
九
名
で
あ
る
。
本
文
は
、
行
状
や
墓
碑
銘
を
切
り
と
っ
て
糠
め
た
条
か
ら
、
『
近
世
崎
人
伝
』
な
ど
の
略
伝
や
随
箪
を
漢
文
化
し
た
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一
冊
目人

名

伊
藤
東
涯

伊
藤
蘭
隅

米
川
操
軒

新
井
白
石

三
宅
石
奄

三
宅
観
瀾

物
狙
株

二
冊
目

梁
田
蜆
巌

太
宰
春
豪

附
奥
田
三
角

21 

六
（
四

六
（
七

． 
13 

5
 

.
5
 

29 3
 

2
 

14 3
 

3
 

条
数

15

附
1

条
と
、
体
裁
と
し
て
『
史
氏
備
考
』
よ
り
は
『
先
哲
叢
談
』
版
本
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
。
具
体
的
な
引
用
は
後
に
し
て
、
続
け
て
天
理
図
書
館

蔵
『
日
本
儒
林
談
』
に
つ
い
て
見
て
お
く
。

写
本
、
大
本
三
巻
三
冊
。
著
者
「
北
総
原
善
公
道
著
」
。
巻
末
識
語
「
是
先
哲
叢
談
即
原
念
祖
斎
稿
本
也
／
獲
之
殆
二
十
有
餘
年
前
突
今
祓

背
改
／
装
蔵
之
架
中
竹
清
主
人
（
印
）
」
。
蔵
書
印
「
十
文
字
文
庫
」
「
此
君
斎
」
「
群
庶
軒
印
」
。
先
に
引
い
た
文
章
で
竹
清
氏
は
「
首
め
の
か

た
三
巻
ば
か
り
」
と
そ
の
内
容
を
記
し
て
い
た
が
、
よ
く
見
る
と
三
巻
が
同
じ
時
期
の
稿
本
で
は
な
く
、
二
つ
に
分
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
気

付
く
。
一
覧
で
き
る
よ
う
に
、
表
に
し
て
み
よ
う
。
人
名
・
条
数
、
そ
れ
に
当
た
る
版
本
の
巻
と
順
序
、
及
び
版
本
に
お
け
る
条
数
を
比
較
し
、

並
べ
て
み
る
。

版
本
の
巻
（
順
）
・
条
数

四
（
二
）
・

17

附
八
（
三
）

四
（
三
）

四
（
四
）

五
（
六
）

五
（
九
）

五
(
+
)

六
（
一
）

． 
22 4

 

.
3
 

． 
18 

.
3
 

.
3
 

•7 
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藤
東
壁

服
南
郭

服
仲
英

宇
士
新

宇
士
朗

三
冊
目

宇
都
宮
遮

i

奄

貝
原
益
軒

仲
祁
楊
斎

大
高
坂
芝
山

佐
藤
直
方

浅
見
網
斎

森
厳
塾

安
積
猾
泊

新
井
白
石

室
鳩
巣

三
宅
尚
斎

三
宅
石
蓋

三
宅
観
瀾

4
 

3
 ，
 

8
 

19 8
 

2
 

5
 ，
 

4
 

8
 

10 5
 

四
（
八
）

四
（
七
）

四
（
六
）

四
(
+
一
）

五
（
二
）

五
（
三
）

五
（
四
）

五
（
五
）

五
（
六
）

五
（
七
）

五
（
八
）

五
（
九
）

五
(
+
)

4
 

.
3
 

．
 
10 

•7 ． 
18 

•8 
.
2
 

.
6
 

•9 

.
4
 

•8 

．
 
11 

.
5
 

2
 

.
3
 

17 

七
（
一
）

六
（
八
）

六
（
九
）

七
（
八
）

七
（
九
）

．
 
10 

3
 

.
3
 

13 

． 
16 

5
 

•7 
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一
冊
目
の
元
表
紙
に
は
、
本
文
と
同
筆
で
「
日
本
儒
林
談
」
の
書
名
と
と
も
に
一
、
二
冊
目
の
人
名
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
冊
目

と
二
冊
目
が
―
つ
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
整
理
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
（
以
下
、
天
理
本
A
と
す
る
）
。
中
に
「
物
狙
株
」
の
下
「
十

月
六
日
」
と
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
何
か
の
心
覚
え
で
あ
ろ
う
か
。
三
冊
目
（
以
下
、
天
理
本
B
と
す
る
）
の
巻
頭
に
は
、
目
次

題
「
儒
林
談
巻
之
」
の
後
、

後

貝

原

益

軒

十

（

七

を

訂

正

）

則

前

仲

祁

楊

斎

八

則

宇
都
宮
避
惹
五
則
（
こ
の
行
、
後
か
ら
書
き
入
れ
）

大

高

坂

芝

山

四

則

佐

藤

直

方

九

則

浅

見

網

斎

五

則

森

懺

塾

二

則

安
積
溜
泊
八
（
六
を
訂
正
）
則
（
こ
の
行
、
後
か
ら
書
き
入
れ
）

新

井

白

石

十

六

則

室

鳩

巣

八

則

三

宅

尚

斎

九

則

三

宅

石

奄

三

則

三

宅

観

濶

二

則

合
七
十
三
則

と
、
人
物
の
順
序
や
条
数
の
訂
正
が
な
さ
れ
た
目
次
が
載
っ
て
い
る
。
天
理
本
A
と
B
に
重
な
る
人
物
が
三
名
い
る
こ
と
は
、
異
な
る
時
期
に
書

か
れ
た
稿
本
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
更
に
、
版
本
と
の
順
序
や
条
数
を
比
べ
る
と
、

B
の
方
が
よ
り
版
本
に
近
い
こ
と
が
、
読
み
取
れ
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東
大
本

三
宅
石
症

0
石
継
典
弟
観
瀾
偕
耽
学
不
修
其
生
産
遂
窮
困
無
像
石
因
盛
際
家
具
以
償
宿
債
餘
金
謂
観
瀾
曰
是
雖
贋
乏
尚
足
支
数
年
其
志
愈
篤
環
堵
之
室

雙
几
而
拠
共
至
忘
寝
食
久
之
窮
因
如
前
則
去
来
江
戸
滸
学
者
積
年
獨
石
惹
復
帰
京
師
遂
如
大
坂
於
是
乎
弟
子
雲
集
塵
至
磐
誉
始
播
天
下

0
石
椛
書
摸
倣
於
顔
真
卿
而
頗
憫
裁
人
雖
隻
字
得
之
則
甚
愛
重
而
性
本
質
素
未
押
印
其
書

口

天

理

本

A

三
宅
正
名
字
賓
父
眺
石
竜
又
稲
萬
年
平
安
人

0
石
粧
典
弟
観
瀾
偕
耽
学
不
修
生
産
遂
致
窮
困
因
盛
際
家
具
以
得
数
金
乃
[
少
耽
学
不
視
家
道
産
遂
蕩
盛
乃
斥
賣
家
什
以
償
宿
債
僅
餘
数
金

而
償
宿
債
以
顧
其
餘
則
僅
数
金
耳
]
謂
[
弟
]
観
瀾
曰
副
緬
裔
空
{
[
至
此
而
]
短
褐
疏
食
足
支
数
年
其
志
愈
剛
'
[
益
〕
環
堵
之
室
雙
几
而
訓
[

属
翌
共
至
忘
寝
食
久
之
隈
空
倍
子
初
訓
[
[
於
是
相
携
]
浙
学
江
戸
居
数
年
石
竜
獨
帰
叫
占
小
師
[
尋
]
教
授

rl大
坂
於
是
[
時
啓
聞
大
起
]

弟
子
雲
集
相
謀
請
[
郷
校
]
地
干
関
東
叫
[
[
則
]
許
賜
因
構
堂
稲
[
建
]
懐
徳
[
堂
衆
皆
使
]
石
竜
執
牛
耳
[
固
辞
不
可
終
居
其
任
]
石
薔

逝
後
中
井
氏
嗣
之
[
至
今
]
不
哀
云

0
石
粧
[
王
書
相
]
又
通
和
歌
及
俳
諧
而
書
則
羊
I
]

顔
真
卿
腔
裁
隻
字
人
争
求
之
而
刷
[
[
朴
]
素
未
嘗
押
印
其
書

曰

天

理

本

B

三
宅
正
名
、
字
質
父
、
琥
石
竜
、
又
披
萬
年
、
平
安
人

（一）
る
。
で
は
、
実
際
ど
う
な
の
か
、
先
に
紹
介
し
た
東
大
本
と
合
わ
せ
て
見
比
べ
る
こ
と
に
す
る
。
三
種
類
す
べ
て
に
登
場
す
る
人
物
は
、
新
井
白

石
と
三
宅
石
庵
の
二
人
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
紙
数
の
関
係
も
あ
り
、
分
量
の
少
な
い
三
宅
石
庵
を
取
り
上
げ
る
。
か
な
り
、
筆
削
の
加
え
ら

れ
て
い
る
文
章
も
あ
る
が
、
そ
れ
も
生
か
す
よ
う
な
形
で
、
訂
正
さ
れ
た
箇
所
に
傍
線
を
つ
け
、
改
め
た
後
の
文
や
新
た
な
書
き
入
れ
を
[
]

内
に
記
す
。
草
稿
ら
し
い
文
字
の
重
複
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
ま
ま
の
形
を
残
す
。
句
読
点
は
本
文
の
ま
ま
で
あ
る
。績

近
世
崎
人
偲
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0
石
竜
少
耽
学
不
視
家
道
、
由
是
産
遂
蕩
盛
、
乃
斥
賣
家
什
以
償
薔
債
、
則
所
餘
僅
数
金
而
已
、
謂
弟
観
瀾
曰
‘
[
此
]
雖
貧
極
、
短
褐
疏

食
可
以
支
数
年
、
鑽
堅
仰
高
之
志
愈
厚
、
環
堵
之
室
雙
几
而
講
習
、
共
至
忘
寝
食
、
亡
何
履
空
倍
干
前
、
於
是
兄
弟
相
携

11[来
]
江
戸

属
授
取
給
]
居
数
年
石
惹
獨
帰
京
師
、
尋

11[至
]
大
坂
、
時
磐
聞
大
[
名
他
然
]
起
‘
弟
子
雲
集
ヽ
中
井
梵
能
等
相
謀
請
官
建
痒
校
ヽ

名
懐
徳
堂
、
衆
皆
推
石
竜
主
之
、
固
辞
不
可
、
遂
[
領
祭
酒
事
]
執
牛
耳
ヽ
後
中
井
氏
嗣
之
ヽ
至
今
不
衰

0
石
惹
工
書
入
顔
真
卿
憫
裁
、
隻
字
人
争
求
之
、
而
性
質
賓
朴
素
、
其
所
書
未
嘗
測
[
[
打
]
印
‘
又
通
和
歌
及
俳
諧

〇
吾
祖
公
曰
、
京
師
大
坂
有
作
神
主
際
者
、
視
之
則
伊
川
製
、
而
以
此
邦
曲
尺
六
寸
四
分
弱
為
周
尺
一
尺
、
初
教
其
作
之
、
蓋
山
崎
闇
斎
中

祁
楊
斎
三
宅
石
竜
等
所
為
也
、
而
何
以
知
周
一
尺
嘗
此
邦
六
寸
四
分
也
、
丘
境
山
家
證
神
主
尺
式
云
、
周
尺
比
今
紗
尺
六
寸
四
分
弱
、
其
所

拠
蓋
是
也
、
然
明
紗
尺
無
異
此
邦
曲
尺
、
亦
何
以
為
證
也
、
口
儒
所
為
不
可
必
信
也
、
夫
尺
寸
誤
考
、
姑
置
之
、
至
其
使
作
神
主
以
網
之
、

自
非
此
輩
以
橙
法
為
任
、
其
副
[
[
執
能
〕
為
之
[
こ
の
条
頭
に
剛
]

四

版

本三
宅
正
名
。
字
質
父
。
琥
石
竜
。
又
琥
萬
年
。
平
安
人
。

0
石
竜
少
耽
学
不
視
家
道
。
由
是
産
遂
蕩
盛
。
乃
斥
賣
家
什
以
償
藷
債
。
則
所
餘
僅
数
金
耳
。
謂
弟
観
瀾
曰
。
今
雖
貧
極
。
短
褐
疏
食
。
可

以
支
数
年
。
鑽
堅
之
志
愈
厚
。
環
堵
之
室
到
几
而
講
習
。
共
至
忘
寝
食
。
亡
何
窮
亦
極
突
。
於
是
兄
弟
相
携
来
江
戸
。
教
授
取
給
。
居
数
年
。

石
奄
獨
帰
京
師
。
尋
至
大
坂
。
時
名
矧
然
起
。
弟
子
雲
集
。
中
井
梵
竜
等
。
相
謀
請
諸
官
。
建
痒
校
。
名
懐
徳
堂
。
衆
皆
推
石
惹
主
之
。
固

辞
不
可
。
遂
領
祭
酒
事
。
後
中
井
氏
嗣
之
。
至
今
不
衰
゜

0
石
奄
工
書
。
頗
得
顔
法
。
隻
字
人
争
求
之
。
而
資
質
朴
素
。
其
所
書
未
嘗
款
印
。
又
通
倭
歌
及
俳
諧
゜

0
香
川
太
沖
曰
。
世
呼
石
竜
為
朗
学
問
。
此
謂
其
首
朱
子
。
尾
陽
明
。
而
磐
似
仁
斎
也
。

最
後
に
版
本
の
条
を
付
し
、
四
種
類
を
並
べ
た
。
内
容
は
、
天
理
本
A
の
末
尾
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
、
二
条
つ
い
て
は
、
『
績
近

世
崎
人
他
』
（
寛
政
十
年
刊
）
巻
二
か
ら
採
っ
た
も
の
。
天
理
本
B
の
第
三
条
は
、
『
過
庭
紀
談
』
（
天
保
五
年
刊
）
巻
五
に
、
版
本
の
第
三
条
は
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1
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『
文
會
雑
記
』
巻
三
下
に
拠
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
並
べ
て
み
る
と
、
稿
本
の
順
が
、
東
大
本
↓
天
理
本
A
↓
天
理
本
B
と
版
本
に
近
づ
い

て
流
れ
て
い
る
こ
と
が
、
よ
く
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
流
れ
は
、
二
種
類
に
し
か
名
前
が
登
場
し
な
い
人
物
で
比
べ
て
も
当
て
は

ま
る
の
で
あ
る
（
例
え
ば
、
三
宅
観
瀾
な
ど
）
。

で
は
、
改
稿
に
際
し
て
、
何
か
顕
著
な
傾
向
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
当
然
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
は
、
公
に
憚
ら
れ
る
事
柄
へ
の
対
処
で

あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
天
理
本
A
の
太
宰
春
台
の
第
四
条
に
お
い
て
「
神
戸
侯
」
が
「
某
侯
」
に
、
第
五
条
で
は
「
八
田
侯
」
が
「
某
侯
」
に
訂
正

さ
れ
、
こ
の
書
換
え
は
そ
の
ま
ま
版
本
で
生
か
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
春
台
の
第
六
条
に
は
、
「
学
非
記
誦
詞
章
、
而
為
有
用
干
世
、
是
春
憂
素
願

也
。
嘗
因
沼
田
侯
、
上
封
事
言
災
異
不
報
」
と
あ
る
。
沼
田
侯
に
対
す
る
遠
慮
か
、
己
が
願
い
の
報
い
ら
れ
な
い
春
台
へ
の
同
情
か
、
「
剛
」
と

付
さ
れ
て
、
版
本
に
は
な
い
。
ま
た
、
天
理
本
B
の
新
井
白
石
の
第
六
条
は
、
幸
い
に
時
を
得
た
白
石
で
あ
っ
た
が
、
後
に
落
職
閑
居
の
身
と
な

り
著
し
た
の
が
『
折
焼
柴
』
で
あ
り
、
「
則
後
嗣
秘
不
妄
示
人
[
外
人
莫
得
見

r
然
此
書
無
翼
而
飛
ヽ
謄
寓
較
廣
ヽ
布
子
世
者
[
甚
]
多
」
と

結
ん
で
い
る
。
門
外
不
出
と
さ
れ
た
著
述
が
流
布
し
て
い
る
こ
と
を
思
案
し
て
か
。
あ
る
い
は
、
白
石
晩
年
の
不
遇
を
思
い
遣
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
条
も
版
本
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
登
場
人
物
に
と
っ
て
の
賠
部
や
批
判
的
内
容
は
、
ど
う
や
ら
意
識
的
に
削
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
前
掲
の
三
宅
石
庵
、
天
理
本
B
の
第
三
条
も
、
そ
の
一
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
双
桂
は
、
石
庵
等
の
定
め
た
尺
度
を
根
拠
が

曖
昧
だ
と
し
て
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
『
過
庭
紀
談
』
で
は
狙
株
の
考
証
を
支
持
）
。
対
し
て
、
替
わ
り
に
加
え
ら
れ
た
一
見
批
判
的
に
読
め

る
版
本
第
三
条
の
「
鶴
学
問
」
の
評
価
は
、
学
派
に
拘
泥
し
な
い
寛
容
な
学
問
と
い
う
見
方
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
ま
さ
し
く
折
衷
学
に
つ
な
が
る

も
の
だ
と
で
き
よ
う
。

ま
た
「
先
哲
叢
談
凡
例
」
で
述
べ
る
よ
う
に
、
疑
わ
し
い
事
柄
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
施
し
除
い
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
天
理
本
B
に
は
、
三
宅

石
庵
・
観
瀾
兄
弟
の
父
親
に
つ
い
て
の
紙
片
が
付
し
て
あ
り
「
口
庵
ハ
三
宅
道
乙
ノ
子
弟
観
瀾
次
石
屏
ミ
ナ
儒
者
道
乙
ノ
子
ナ
ル
7
載
セ
ラ
ル
ヘ

キ
カ
」
と
記
し
て
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
側
に
は
後
に
小
さ
な
字
で
「
道
乙
ノ
説
疑
ハ
シ
観
瀾
ノ
墓
磁
二
父
道
悦
ト
ア
リ
又
日
本
詩
史
ニ
テ
見
レ
バ

自
ラ
別
人
二
似
タ
リ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
道
乙
は
、
三
宅
豫
革
斎
で
、
こ
の
兄
弟
の
親
で
は
な
い
。
ま
た
、
弟
は
侃
芹
が
正
し
く
、
石
屏
こ
と

三
宅
金
谷
も
間
違
い
で
あ
る
。
勿
論
、
版
本
に
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。
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天
理
本
B
の
佐
藤
直
方
で
は
、
事
実
の
訂
正
を
行
っ
た
条
も
見
え
る
。
そ
れ
は
、
麻
布
琉
璃
光
寺
へ
の
掃
苔
が
、
先
に
は
失
敗
に
終
わ
っ
て
見

い
出
せ
な
い
と
書
い
て
い
た
が
、
後
に
は
墓
を
探
し
出
し
て
碑
文
を
載
せ
て
い
る
条
で
あ
る
。
版
本
の
第
七
条
は
、
訂
正
し
た
形
を
そ
の
ま
ま
伝

え
て
い
る
。
天
理
本
A
は
、
典
拠
が
処
々
に
記
載
し
て
あ
る
が
、
「
口
碑
」
と
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
り
、
『
先
哲
叢
談
』
が
最
も
古
い
典
拠
と

な
る
条
も
あ
る
よ
う
だ
。

他
に
‘
―
つ
の
条
が
、
詳
し
く
い
く
つ
か
の
条
に
分
か
れ
て
書
か
れ
る
場
合
も
あ
る
。
代
表
的
な
の
は
、
奥
田
三
角
の
条
で
あ
る
。
東
大
本
で

は
、
典
拠
を
『
績
近
世
崎
人
偲
』
巻
二
に
求
め
、
藤
堂
家
四
君
に
仕
え
た
事
・
号
三
角
に
つ
い
て
・
壽
謁
の
自
撰
・
父
と
師
へ
の
服
喪
の
四
条
か

ら
成
っ
て
い
る
が
、
天
理
本
A
で
は
、
伊
藤
東
涯
の
付
た
り
と
し
て
、
一
条
し
か
な
い
。
だ
が
、
そ
の
内
容
は
、

奥
田
士
亨
、
字
嘉
甫
、
琥
聞
汀
、
又
稲
三
角
、
伊
勢
人
。
藤
堂
津
疾
儒
臣
也
。
三
角
師
事
東
涯
、
厚
信
其
説
。
門
人
嘗
謂
曰
、
先
生
願
為
吾

鴬
作
六
経
注
解
。
三
角
曰
、
吾
先
師
著
書
盛
之
、
何
添
蛇
足
為
。
其
奉
之
如
此
。
三
角
歴
仕
津
四
君
、
皆
寵
信
。
致
仕
後
猶
常
侍
君
。
君
呼

先
生
而
不
名
。
三
角
本
其
亭
琥
、
自
作
之
記
。
後
好
物
三
角
、

書
机
書
櫃
其
他
坐
右
文
器
、
皆
制
以
三
角
。
年
七
十
七
建
壽
磁
自
撰
銘
序
゜

（
句
読
点
、
筆
者
）

と
、
多
く
の
逸
話
を
含
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
版
本
で
は
、
巻
之
八
に
独
立
し
た
一
個
の
人
物
と
し
て
、
七
条
が
載
る
。
版
本
は
『
三
角
集
』

（
宝
暦
七
年
跛
）
を
使
っ
た
三
条
が
増
え
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
四
条
は
、
東
大
本
の
内
容
を
膨
ら
ま
せ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
三
角
を
ど
の

よ
う
に
扱
う
か
で
、
一
条
に
繍
め
た
り
、
分
け
て
み
た
り
と
草
稿
の
段
階
で
の
試
行
錯
誤
が
窺
え
る
。
文
字
の
異
同
は
、
数
限
り
な
い
ほ
ど
に
あ

り
、
念
斎
の
真
面
目
な
取
り
組
み
が
、
滲
み
出
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
稿
本
の
他
に
も
『
先
哲
叢
談
』
刊
行
後
に
編
ま
れ
た
も
の
に
、
『
先
哲
叢
談
補
遺
彙
材
』
（
都
立
中
央
図
書
館
蔵
、
以
下

『
彙
材
』
と
略
す
）
が
あ
る
。
写
本
、
半
紙
本
一
冊
。
著
者
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
筆
跡
は
天
理
本
に
同
じ
。
本
文
中
、
松
永
昌
三
の
墓
に

触
れ
、
「
尺
五
堂
恭
倹
居
士
墓
在
洛
下
本
國
寺
／
明
暦
三
丁
酉
年
、
六
月
二
日
卒
」
と
記
し
た
箇
所
の
頭
注
に
「
予
力
生
卒
表
昌
三
卒
明
／
暦

159 



原
念
斎
略
年
譜

注
1
7

『
先
哲
叢
談
』
の
仕
事
が
認
め
ら
れ
た
念
斎
は
、
林
述
斎
に
よ
っ
て
、
国
初
事
跡
の
編
集
を
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
。
時
代
は
ま
さ
に
述
斎
を
中

心
に
据
え
て
の
、
官
撰
編
纂
の
季
節
を
迎
え
て
い
た
。
念
斎
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
力
が
発
揮
で
き
る
、
ま
た
と
な
い
機
会
が
訪
れ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
実
際
に
念
斎
が
、
何
と
い
う
書
物
に
ど
ん
な
形
で
参
画
し
た
の
か
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。
あ
る
い
は
、
何
も
す
る
暇
が
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
登
用
さ
れ
た
念
斎
は
、
や
が
て
病
に
倒
れ
、
数
力
月
の
後
、
薬
効
な
く
没
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

元
年
二
記
ス
龍
ス
可
シ
」
と
あ
る
。
「
生
卒
表
」
は
、
念
斎
の
著
述
と
し
て
『
先
哲
像
他
』
に
あ
っ
た
『
先
哲
生
卒
表
』
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と

す
れ
ば
、
『
先
哲
叢
談
』
刊
行
後
に
念
斎
が
、
今
ま
で
の
記
述
の
訂
正
や
補
遺
を
考
え
て
残
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
『
先
哲
叢
談
』
版
本

で
は
、
昌
三
の
忌
日
を
明
暦
元
年
か
同
三
年
か
不
明
と
書
い
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
情
報
と
し
て
、
三
年
の
正
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
ま
た
、
貝
原
益
軒
の
事
跡
に
つ
い
て
も
、
「
佗
日
先
哲
叢
談
貝
原
ノ
補
談
ヲ
作
ラ
ハ
此
ノ
引
書
一
覧
ス
可
シ
」
と
し
て
、
『
自
娯
集
』

所
収
の
九
編
の
文
と
『
春
台
集
』
『
南
郭
集
』
『
日
本
詩
史
』
『
崎
人
他
』
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
引
書
の
情
報
源
を
『
楓
軒
史
料
』

と
し
て
い
る
。
『
楓
軒
史
料
』
は
、
水
戸
藩
士
小
宮
山
楓
軒
の
輯
め
た
史
料
集
で
、
念
斎
と
の
交
友
に
つ
い
て
は
、
既
に
丸
山
季
夫
氏
に
指
摘
が

注
15

注
16

あ
る
。
楓
軒
の
書
留
『
懐
賓
日
札
』
に
も
、

〇
會
津
侯
正
之
ノ
問
二
答
ヘ
テ
、
山
崎
闇
斎
三
楽
ア
リ
ト
云
ル
コ
ト
ア
リ
。
先
哲
叢
談
二
見
ユ
。
然
ル
ニ
、
此
ハ
槌
典
五
衛
門
卜
云
モ
ノ
、

封

卜

、

常

山

紀

談

ニ

ア

リ

、

原

三

衛

門

へ

可

申

遣

候

事

。

（

十

一

文

政

元

年

）

と
、
気
づ
い
た
記
事
の
誤
り
を
正
そ
う
と
す
る
態
度
が
見
え
、
親
密
な
関
係
が
窺
え
る
。
『
槃
材
』
に
は
、
『
楓
軒
史
料
』
を
引
い
て
い
る
記
事

が
、
他
に
も
あ
り
、
先
の
松
永
昌
三
の
墓
の
も
同
書
に
よ
っ
て
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
は
、
立
原
翠
軒
の
『
文
苑
雑
卿
』
『
郷
鴬
遺
聞
』
、

あ
る
い
は
『
挙
知
録
』
等
も
、
『
彙
材
』
の
引
書
と
し
て
、
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
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r
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
辛
亥
一
歳

六
月
二
十
九
日
原
敬
仲
の
子
と
し
て
江
戸
下
谷
に
生
ま
れ
る
。

寛
政
二
年
（
一
七
九

O
)
庚

戌

十

七

歳

こ
の
年
七
絶
「
偶
成
」
（
『
念
祖
斎
遺
稿
』
巻
一
、
以
下
巻
数
の
み
を
記
す
）

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
壬
子
十
九
歳

こ
の
年
五
絶
「
臥
病
」
（
巻
二
）

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
癸
丑
二
十
歳

八
月
十
一
日
父
敬
仲
没
、
享
年
四
十
六
（
山
本
北
山
撰
「
原
敬
仲
墓
表
記
」
）

父
の
後
を
嗣
い
で
御
徒
士
組
に
入
る
。

九
月
七
絶
「
去
歳
与
大
人
同
詠
菊
飲
今
年
大
人
没
突
菊
也
開
呼
嵯
哀
哉
」
（
巻
二
）

寛
政
六
年
(
-
七
九
四
）
甲
寅
二
十
一
歳

六
月
「
温
泉
小
言
跛
」
（
巻
六
）

九
月
『
温
泉
考
』
（
原
双
桂
著
・
一
冊
）
序
刊

寛
政
八
年
(
-
七
九
六
）
丙
辰
二
十
三
歳

元
旦
「
淡
交
録
序
」
（
巻
六
）

三
月
望
「
容
膝
亭
記
」
（
巻
七
）

六
月
「
松
説
」
（
巻
八
）

十
一
月
朔
「
題
遺
稿
後
」
（
巻
六
）

寛
政
九
年
(
-
七
九
七
）
丁
巳
二
十
四
歳

三
月
「
奉
送
母
大
人
帰
省
古
河
序
」
（
巻
十
）
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五
月
端
午
「
典
平
生
」
（
巻
五
）

六
月
「
伍
子
脊
論
」
（
巻
十
）

閏
七
月
「
吊
高
麗
松
渓
伊
藤
明
行
序
井
詩
」
（
巻
八
）

八
月
「
送
酒
井
武
仲
帰
信
濃
序
」
（
巻
八
）

九
月
「
項
羽
論
」
（
巻
十
一
）

十
月
「
賞
残
菊
序
」
（
巻
八
）

十
一
月
「
子
産
作
丘
賦
論
」
（
巻
十
一
）

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
戊
午
二
十
五
歳

正
月
晦
日
「
送
小
野
逢
吉
帰
陸
奥
序
」
（
巻
九
）

正
月
「
典
大
浦
図
南
書
」
（
巻
四
）
、
「
典
恩
田
大
雅
書
」
（
巻
四
）

三
月
「
送
山
田
元
凱
之
甲
斐
序
」
（
巻
九
）

四
月
「
紀
免
為
翁
討
狸
報
讐
事
」
（
巻
十
二
）

五
月
「
紀
桃
太
郎
討
鬼
国
事
」
（
巻
十
二
）

七
月
「
送
石
井
伯
湿
帰
秋
田
序
」
（
巻
十
）

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
己
未
二
十
六
歳

六
月
「
性
説
」
（
巻
十
三
）

七
月
「
興
恩
田
大
雅
書
」
（
巻
四
）
、
「
奉
送
北
山
山
本
先
生
遊
下
野
温
泉
序
」
（
巻
八
）

十
月
「
滑
河
碑
銘
井
序
」
（
巻
八
）

十
二
月
「
三
友
亭
記
」
（
巻
七
）
、
「
伊
手
五
就
湯
五
就
架
論
」
（
巻
十
一
）

寛
政
十
二
年
(
-
八

O
O
)
庚
申
二
十
七
歳
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二
月
十
日
「
送
朝
川
五
鼎
之
長
崎
序
」
（
巻
九
）

六
月
「
春
日
宴
笑
疑
塾
序
」
（
巻
九
）

冬
至
「
刻
家
書
不
動
金
記
暦
序
」
（
巻
七
）

享
和
元
年
(
-
八

0
-
）
辛
酉
二
十
八
歳

五
月
「
典
恩
田
大
雅
」
（
巻
五
）

八
月
二
十
日
「
送
大
縄
生
帰
秋
田
序
」
（
巻
十
）

享
和
三
年
(
-
八

0
三
）
癸
亥
三
十
歳

十
二
月
下
滸
「
顕
祖
考
双
桂
先
生
遺
事
」
（
巻
十
四
・
十
五
）

文
化
二
年
(
-
八

0
五
）
乙
丑
三
十
二
歳

中
秋
「
鶴
城
手
簡
序
」
（
巻
十
二
）

十
二
月
「
賢
相
野
史
序
」
（
内
閣
文
庫
蔵
『
賢
相
野
史
』
・
巻
六
）

文
化
三
年
(
-
八

0
六
）
丙
寅
三
十
三
歳

八
月
下
浣
「
桂
館
遺
事
序
」
（
巻
十
四
）

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
戊
辰
三
十
五
歳

五
月
『
許
我
志
』
に
題
す
（
鷹
見
家
歴
史
資
料
目
録
）

文
化
七
年
(
-
八
一

O
)
庚
午
三
十
七
歳

八
月
「
双
桂
集
序
」
（
巻
六
）

『
双
桂
集
』
（
原
双
桂
著
・
七
巻
三
冊
）
を
校
訂
、
刊
。

文
化
九
年
(
-
八
―
二
）
壬
申
三
十
九
歳

秋
「
心
月
軒
稿
序
」
（
巻
六
）
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文
化
十
年
(
-
八
一
三
）
癸
酉
四
十
歳

六
月
『
許
我
志
』
に
題
す
（
鷹
見
家
歴
史
資
料
目
録
）

文
化
十
三
年
(
-
八
一
六
）
丙
子
四
十
三
歳

八
月
「
先
哲
叢
談
凡
例
」
（
巻
七
）

九
月
『
先
哲
叢
談
』
八
巻
四
冊
刻

文
化
十
四
年
(
-
八
一
七
）
丁
丑
四
十
四
歳

四
月
朔
「
墓
所
一
覧
跛
」
（
巻
六
）

四
月
志
賀
理
斎
の
四
男
徳
斎
、
蓑
子
と
な
る
。

五
月
『
桂
館
漫
筆
・
同
野
乗
』
（
原
双
桂
著
・
ェ
冊
）
を
編
刊

十
一
月
官
命
に
よ
り
『
先
哲
叢
談
』
を
献
上
（
善
庵
「
墓
誌
銘
」
）

十
二
月
白
金
五
枚
を
賜
る
（
同
右
）

文

政

元

年

(

-

八

一

八

）

戊

寅

四

十

五

歳

．

十
月
上
浣
「
宋
雲
詩
集
序
」
（
巻
七
）

十
二
月
三
日
「
宋
雲
詩
集
序
」
（
巻
六
）

十
二
月
『
江
戸
当
時
諸
家
人
名
録
』
に
学
者
と
し
て
「
下
谷
三
味
線
堀

こ
の
年
「
瓦
杯
之
記
」
（
巻
十
二
）

文
政
二
年
(
-
八
一
九
）
己
卯
四
十
六
歳

正
月
「
畜
猿
説
」
（
巻
八
）

三
月
「
先
民
伝
序
」
（
巻
六
）

五
月
『
先
民
伝
』
（
慮
千
里
著
・
ニ
巻
二
冊
）
を
校
訂
、
刻
。

原
三
右
衛
門
」
と
載
る
。

164 



6
 

5
 

4
 

3
 

2
 

ー

｀

六

月

二

十

二

日

娘

茂

世

没

文
政
三
年
(
-
八
二

O
)
庚
辰
四
十
七
歳

三
月
十
九
日
没
す
、
駒
込
洞
泉
寺
に
葬
ら
れ
る
。

文
政
六
年
(
-
八
ニ
―
―
-
）
癸
未

正
月
下
浣
徳
斎
「
念
祖
斎
遺
稿
序
」
を
撰
す
。

文
政
九
年
(
-
八
二
六
）
丙
戌

四
月
上
涸
佐
藤
一
斎
「
原
公
道
墓
銘
」
を
撰
す
。

天
保
五
年
(
-
八
三
四
）
甲
午

四
月
『
過
庭
紀
談
』
（
原
双
桂
著
・
五
巻
五
冊
）
、
徳
斎
校
訂
、
刊
。

源
了
圃
•
前
田
勉
訳
註
『
先
哲
叢
談
』
（
平
成
六
年
）
。
解
説
中
、
原
念
斎
や
『
日
本
儒
林
談
』
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
が
、
本
論
は
そ

の
記
述
に
重
複
し
な
い
よ
う
心
懸
け
た
。

「
適
（
タ
ノ
シ
ム
）
と
訓
ず
。
普
通
讀
み
馴
れ
な
い
訓
で
斯
ん
な
の
を
特
訓
と
言
つ
て
お
か
う
」
（
林
羅
山
）
や
「
そ
の
羽
織
を
質
に
入

れ
て
金
を
造
る
こ
と
で
あ
る
。
親
心
の
よ
く
出
て
ゐ
る
文
章
で
あ
る
。
」
（
伊
藤
仁
斎
）
な
ど
の
コ
メ
ソ
ト
が
附
さ
れ
て
い
る
。

日
本
書
誌
学
大
系
2
3
(
2
)
（
昭
和
五
十
七
年
、
青
裳
堂
）

原
徳
斎
及
び
念
斎
没
後
の
原
家
に
つ
い
て
は
、
市
川
任
三
氏
「
『
妙
め
を
奇
談
』
と
志
賀
理
斎
•
原
徳
斎
」
（
『
立
正
大
学
教
義
部
紀
要
』

十
二
号
・
昭
和
五
十
四
年
発
行
）
に
詳
し
い
。

『
恒
庵
文
稿
』
巻
三
所
収
「
念
祖
斎
記
」
。

吉
田
筐
壊
著
『
近
聞
寓
筆
』
（
文
政
九
年
序
）
の
こ
と
か
。
但
し
、
念
斎
校
訂
の
跡
は
見
え
な
い
。

注
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附
記

17 16 15 14 13 12 11 10 

，
 

8
 

7
 

「
讀
先
哲
叢
談
七
首
」
の
七
首
目
・
『
遠
思
楼
詩
紗
』
（
天
保
九
年
刊
）
巻
下
。

注
5
文
中
に
は
「
公
瑶
先
生
博
考
群
書
、
折
中
経
義
、
別
為
一
説
、
予
因
観
其
帳
秘
、
則
有
辮
道
徳
性
情
心
證
楽
、
非
朱
元
晦
、
疑
伊
藤

原
佐
、
詰
物
茂
卿
之
言
照
然
」
と
あ
る
。

国
立
国
会
図
書
館
蔵
。
写
本
、
半
紙
本
十
五
巻
五
冊
。
原
徳
斎
編
。

日
本
儒
林
叢
書
七
巻
（
昭
和
五
十
三
年
、
鳳
出
版
）
所
収
。

都
立
中
央
図
書
館
蔵
。
版
本
、
半
紙
本
六
巻
附
一
巻
三
冊
。
文
化
七
年
刊
、
念
祖
斎
蔵
梓
。

宗
政
五
十
緒
校
注
『
近
世
崎
人
伝
・
続
近
世
崎
人
伝
』
（
昭
和
四
十
七
年
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
）

日
本
随
筆
大
成
〈
新
版
〉
一
期
九
（
昭
和
五
十
年
、
吉
川
弘
文
館
）
所
収
。

日
本
随
筆
大
成
〈
新
版
〉
一
期
十
四
（
昭
和
五
十
年
、
吉
川
弘
文
館
）
所
収
。

「
竹
斎
手
簡
に
見
え
た
原
念
斎
」
・
『
国
学
史
上
の
人
々
』
（
昭
和
五
十
四
年
）

『
随
筆
百
花
苑
』
巻
三
（
昭
和
五
十
五
年
、
中
央
公
論
社
）
所
収
。

佐
藤
一
斎
撰
「
原
公
道
墓
銘
」
（
『
先
哲
像
偲
』
所
収
）
に
拠
る
。
『
事
実
文
編
』
や
『
愛
日
楼
文
』
所
収
の
文
章
に
は
な
い
。

本
稿
を
成
す
に
当
た
っ
て
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
．
複
写
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
各
所
蔵
機
関
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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